
 1 

    平成１５年度平成１５年度平成１５年度平成１５年度 

１１１１    相相相相    談談談談    事事事事    業業業業 
消費生活センターでは、受け付けた消費生活相談等を「全国消費生活情報ネットワーク・システム 

(PIO-NET)」によりデータ登録し、これらの情報は、消費者問題の動向や消費者の関心事をみる上で 
貴重な情報源となっている。 

PIO-NETの中から、１５年度（平成１５年４月から平成１６年３月）に相談件数の多かったもの 
や相談件数が急増したもの、また、社会的に注目を浴びたものを選びまとめた。 

(1)    消費相談件数が急増：前年度より１．９倍増消費相談件数が急増：前年度より１．９倍増消費相談件数が急増：前年度より１．９倍増消費相談件数が急増：前年度より１．９倍増 
消費相談件数が急増しており、平成１５年度は過去最高の増加率となり、９，４９８件の相談が 
寄せられた。相談を「役務（サービス）に関するもの」と「商品に関するもの」に分けた比率は役 
務７．５：商品２．５となっており、役務の比率が商品を初めて上回った平成１４年度（役務５． 
３：４．７）以降も、役務に関する相談の増加は顕著である。特に平成１５年度は、架空請求の相 
談が急増したこともあり、総件数の約２分の１が架空請求に関するトラブルとなっているが、商品 
に関する相談が減少しているわけではない点に留意する必要がある。（表―１、２） 
 

表―１表―１表―１表―１    年度別受付相談件年度別受付相談件年度別受付相談件年度別受付相談件数推移数推移数推移数推移 
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 表―２表―２表―２表―２    商品・役務推移商品・役務推移商品・役務推移商品・役務推移 
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 (2)    架空請求の相談が急増架空請求の相談が急増架空請求の相談が急増架空請求の相談が急増 
債権回収業者を名乗る者から身に覚えのない請求がきた、という相談が多く寄せられた。メール、
ハガキ、電話に加え電報などさまざまな手段で、利用した覚えのない電話情報サービス（アダルトサ
イト、出会い系サイトなどの有料情報サービスなど）の料金や、借りた覚えのない借金の請求をされ
たという相談が多くあった。これらに対しては、請求には応じず放置すること、個人情報には留意す
ることなどを助言するとともに広報等を通じて注意喚起を行った。（表―３、４） 

 
表―３表―３表―３表―３        月別推移月別推移月別推移月別推移 
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表―４表―４表―４表―４        月別内容別推移月別内容別推移月別内容別推移月別内容別推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3)    性別で、男性が初めて女性を上回る性別で、男性が初めて女性を上回る性別で、男性が初めて女性を上回る性別で、男性が初めて女性を上回る 
相談を開始した昭和４７年以降、平成１５年度に契約当事者性別で、男性が対前年比で２．４倍と
急増し、女性の対前年比１．４倍増を大幅に上回り初めて女性を上回った。これは、架空請求の対象
が男性に多かったことが要因である。（表―５） 

表―５表―５表―５表―５        契約当事者性別契約当事者性別契約当事者性別契約当事者性別 
年  度 男  性 女  性 団  体 不  明 計 

平成１５年度 ５，５３２ ３，７６２ １３７ ６７ ９，４９８ 
平成１４年度 ２，２７０ ２，６０６ １８２ １７ ５，０７５ 

 
 
 
 

受付月 総件数 情報提供サービス サラ金 その他 
４月 ９７ ４７ ５０   
５月 ２０８ １００ １０８   
６月 ２０５ １１９ ８６   
７月 ３７０ １７３ １９７   
８月 ３２９ １５５ １７４   
９月 ５１１ ４１２ ７４ ２５ 
１０月 ６１８ ４６９ １２３ ２６ 
１１月 ２９２ ２１８ ５９ １５ 
１２月 ４４２ ２７７ １４７ １８ 
  １月 ３５９ ２９１ ５５ １３ 
 ２月 ４９９ ３７６ １１８ ５ 
 3月 ４２０ ４０７ ８ ５ 
合 計 ４，３５０  ３，０４４ １，１９９ １０７ 
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架空請求年代・性別（平成１５年８月中旬以降）架空請求年代・性別（平成１５年８月中旬以降）架空請求年代・性別（平成１５年８月中旬以降）架空請求年代・性別（平成１５年８月中旬以降）
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(4)    年齢別では、２０歳代が最も多い年齢別では、２０歳代が最も多い年齢別では、２０歳代が最も多い年齢別では、２０歳代が最も多い 
年齢別では、２０歳代が、全体の２８．２％を占め３０歳代を加えると全体の約半数を占めている。
対前年比で、増加率の高いのは、２０歳代及び団体等の２．７倍２０歳未満及び３０歳代の２．０倍
４０歳代の１．８倍と続いている。５０歳代１．３倍、６０歳以上１．１倍と高齢群では増加率は他
の年齢群と比較すると低かった。（表―６） 

 
表―６表―６表―６表―６        契約当事者年齢内訳契約当事者年齢内訳契約当事者年齢内訳契約当事者年齢内訳 

50歳代50歳代50歳代50歳代
9.0%9.0%9.0%9.0%

60歳代60歳代60歳代60歳代
以上以上以上以上
11.6%11.6%11.6%11.6%

40歳代40歳代40歳代40歳代
14.8%14.8%14.8%14.8%

30歳代30歳代30歳代30歳代
21.5%21.5%21.5%21.5%

20歳未満20歳未満20歳未満20歳未満
5.9%5.9%5.9%5.9%

団　体団　体団　体団　体
9.0%9.0%9.0%9.0%

20歳代20歳代20歳代20歳代
28.2%28.2%28.2%28.2%

 

(5)    契約・解約に関する相談が急増：前年比２．９倍増契約・解約に関する相談が急増：前年比２．９倍増契約・解約に関する相談が急増：前年比２．９倍増契約・解約に関する相談が急増：前年比２．９倍増 
架空請求の増加に起因し、契約・解約に関する相談が急増しており、前年度比で２．９倍増となっ
た。他の内容で増加したのは、表示・広告（１．１倍）に関するもので、他の内容は、前年度と比べ
て少なかった。（表―７） 

 
表―７表―７表―７表―７        内容別相談件数（内容が重複することがある）内容別相談件数（内容が重複することがある）内容別相談件数（内容が重複することがある）内容別相談件数（内容が重複することがある） 

内  容 件  数 前年度件数 内  容 件  数 前年度件数 
安全・衛生 ９９ ２１３ 契約・解約 ７，６６２ ２，６３０ 
品質・機能 ４９４ ９０８ 接客対応 ２４７ ３２３ 
法規・基準 ９３９ １，０１７ 包装・容器 ２ ３ 
価格・料金 ７３９ ８０２ 施設・設備 ０ ０ 
計量・量目 ３ ７ 買物相談 ２０ ２２ 
表示・広告 １６７ １５８ 生活知識 １６ ２３ 
販売方法 １，７７４ ２，１５８ その他 ３８ ２４ 
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(6)    通信販売に関する相談が急増：前年比４．０倍増通信販売に関する相談が急増：前年比４．０倍増通信販売に関する相談が急増：前年比４．０倍増通信販売に関する相談が急増：前年比４．０倍増 
店舗販売を除く販売購入形態では、通信販売が、前年比４．０倍の５，８６７件であった。これ以
外の販売購入形態は、電話勧誘販売が微増したほかは全て減少した。（表―８） 

 
表―８表―８表―８表―８        販売購入形態販売購入形態販売購入形態販売購入形態 

年 度 訪問販売 通信販売 マルチ 電話勧誘 その他 計 
１５年度 ７７０ ５，８６７ １１８ ７１９ ６０ ７，５３４ 
１４年度 ８３８ １，４８２ １４４ ７１１ ６６ ３，２４１ 

（注）通信販売には、カタログ等によるものの他に架空請求などのハガキや携帯電話機などの通信機器を
介したメール通信及び電話により送りつけられたものを含む。 

(7)    悪質商法で多いのは、資格商法、無料商法及び内職商法悪質商法で多いのは、資格商法、無料商法及び内職商法悪質商法で多いのは、資格商法、無料商法及び内職商法悪質商法で多いのは、資格商法、無料商法及び内職商法 
総数では、対前年比横ばいであるが、資格商法、無料商法、内職商法及び点検商法で増加し、他は
減少した。増加した点検商法では、耐震点検に関する相談も多く寄せられた。（表―９） 

 
表―９表―９表―９表―９        主な悪質商法主な悪質商法主な悪質商法主な悪質商法 

商  法 件 数 前年度件数 商  法 件 数 前年度件数 
資格商法 ３２４ ２２８ ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄ商法 ５９ ７４ 
無料商法 １８４ １１１ 当選商法 ５５ ８９ 
内職商法 １２２ １１７ SF商法 ４７ ９９ 
マルチ商法 １１８ １４４ ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞｵﾌﾟｼｮﾝ ３６ ７４ 
点検商法 ６６ ４９ ｱﾝｹｰﾄ商法 ２３ ４５ 

(8)    トラブルの多い商品・役務では、電話情報サービスが消費者金融に代わり一位トラブルの多い商品・役務では、電話情報サービスが消費者金融に代わり一位トラブルの多い商品・役務では、電話情報サービスが消費者金融に代わり一位トラブルの多い商品・役務では、電話情報サービスが消費者金融に代わり一位 
平成１４年度は消費者金融関係のトラブルが増加したことで全体の相談件数が増加したが、平成 

１５年度は架空請求により前年比４．７倍と急増し電話情報サービスが１位となった。消費者金融も 
２．３倍増となった。（表―１０） 

表―１０表―１０表―１０表―１０        トラブルの多い商品・役務トラブルの多い商品・役務トラブルの多い商品・役務トラブルの多い商品・役務 
平成１５年度 平成１４年度  

順位 商品・役務名 件  数 商品・役務名 件  数 
１ 電話情報サービス ３，８０２ 消費者金融 ９５３ 
２ 消費者金融 ２，２０８ 電話情報サービス ８１１ 
３ 資格講座・教材 ３２４ 資格講座・教材 ２２８ 
４ 健康食品 １４７ 書籍・雑誌 １７２ 
５ 書籍・雑誌 １３０ 健康食品 １４２ 
６ 工事・建築サービス １０５ 工事・建築サービス １２１ 
７ アクセサリー １０４ 内職副業サービス １１７ 
８ 賃貸アパート ９０ 布団類 １０７ 
９ 自動車 ８８ 自動車 １０１ 
１０ 布団類 ８５ 賃貸アパート ９４ 

(9)(9)(9)(9)    ヤミ金融トラブル続くヤミ金融トラブル続くヤミ金融トラブル続くヤミ金融トラブル続く    
消費者金融相談２，２０８件に占めるヤミ金融（消費者金融の無登録業者及び高金利を徴収する業
者をいう）トラブルは、７３３件であった。前年度に寄せられた度重なる嫌がらせや一人当たりの業
者数が多いといった深刻なトラブルは、平成１５年９月のヤミ金融対策法（貸金業法・出資法）の施
行により減少したものの依然として続いている。（表―１１） 
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表―１１表―１１表―１１表―１１        平成１５年度月別相談推移平成１５年度月別相談推移平成１５年度月別相談推移平成１５年度月別相談推移    

ヤミ金融月別相談数
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  年齢別には、４０歳代が最も多く３０歳代、５０歳代と続きこれらの年齢群で約６割を占めていた。 
（表―１２） 

表―１２表―１２表―１２表―１２        ヤミ金融年齢別内訳ヤミ金融年齢別内訳ヤミ金融年齢別内訳ヤミ金融年齢別内訳    

不明
12%
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7%
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24%
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20%
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14%

１０歳代以下
1%
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2% １０歳代以下

２０歳代
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５０歳代

６０歳代
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不明

 (10)(10)(10)(10)    相談者の地域分布は、中央部の市町村からが多い相談者の地域分布は、中央部の市町村からが多い相談者の地域分布は、中央部の市町村からが多い相談者の地域分布は、中央部の市町村からが多い    
センターで受け付けた県内在住者は、８，５７５人で、県民５００人当たり、５．３件（全国：５．
１）であった。このことは、県民９４．３人に１人から相談が寄せられたことになる。県計を上回る
相談件数の地域分布は、人口５００人当たり高知市６．９件、南国市６．３件、土佐山田町６．０件、
北川村５．９件、香北町５．５件の５市町村であった。また最も少なかったのは、大野見村、西土佐
村の１．９件で、中央部から遠距離の市町村で少ない傾向があった。（表―１３） 
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表―１３表―１３表―１３表―１３        市町村別相談件数市町村別相談件数市町村別相談件数市町村別相談件数    
市 町 村 名 相 談 件 数 件／500人  市町村名 相 談 件 数 件／500人 

高知県計高知県計高知県計高知県計    ８，５７５ ５．３   東洋町 ２６ ３．７  

高知市 ４，５９９ ６．９   本山町 ３３ ３．７  

南国市 ６３１ ６．３   東津野村 ２０ ３．７  

土佐山田町 ２６５ ６．０   葉山村 ３２ ３．７  

北川村 １８ ５．９   室戸市 １３３ ３．６  

香北町 ６１ ５．５   梼原町 ３３ ３．５  

夜須町 ４４ ５．２   吾北村 ２１ ３．３  

土佐山村 １３ ５．２   池川町 １５ ３．２  

土佐市 ３０３ ５．１   中土佐町 ４４ ３．２  

野市町 １７７ ５．１   佐賀町 ２６ ３．２  

伊野町 ２４７ ５．１   十和村 ２２ ３．２  

春野町 １６１ ５．１   越知町 ４３ ３．０  

安芸市 ２０３ ４．９   中村市 １９７ ２．９  

馬路村 １１ ４．８   安田町 ２０ ２．９  

須崎市 ２５２ ４．７   田野町 １８ ２．８  

芸西村 ４０ ４．７   本川村 ４ ２．７  

鏡村 １５ ４．７   三原村 １０ ２．７  

吉川村 １９ ４．６   土佐清水市 ９２ ２．６  

大豊町 ５４ ４．６   窪川町 ７１ ２．５  

香我美町 ５７ ４．５   大正町 １６ ２．５  

奈半利町 ３４ ４．４   仁淀村 １１ ２．２  

日高村 ５２ ４．４   宿毛市 １０９ ２．１  

物部村 ２５ ４．３   大月町 ２８ ２．１  

土佐町 ４０ ４．１   大方町 ３９ ２．０  

赤岡町 ２７ ４．０   大野見村 ６ １．９  

佐川町 １１７ ４．０   西土佐村 １４ １．９  

吾川村 ２３ ３．９         

大川村 ４ ３．８   県外等 ９２３   

       合  計 ９，４９８   

         最  大 ６．９  

         最  小 １．９  
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関連資料関連資料関連資料関連資料 

（（（（1111））））    相談の受付状況相談の受付状況相談の受付状況相談の受付状況    
    
 ア 相談区分別 

項   目 件   数 構 成 比 (％) 前 年 度 比 (％) 
  苦     情       ９，２１１           ９７         １９８.６ 
  問 い 合 わ せ           ２８７            ３           ６５.５ 
     計       ９，４９８         １００         １８７.２ 

 
 イ 相談方法別 

項   目 件   数 構 成 比 (％) 前 年 度 比 (％) 
  来     訪       １，０４１           １１.０         １９４.６ 
  電     話       ８，４４３           ８８.９         １８６.３ 
  文     書             １４             ０.１          ２００.０  
     計       ９，４９８         １００.０         １８７.２ 

 
 ウ 地 域 別   

項   目 件   数 構 成 比 (％) 前 年 度 比 (％) 
  高 知 市             ４，５９９          ４８.４         １８３.０ 県 

内   高 知 市 外             ３，９７６           ４１.９         １７２.０ 
   県  外  等           ９２３             ９.７         ３６９.２ 
         計       ９，４９８         １００.０         １８７.２ 

 
 エ 職 業 別 

項   目 件   数 構 成 比 (％) 前 年 度 比 (％) 
  給 与 生 活 者       ４，８２６           ５０.８         ２２４.９ 
  自営・自由業                  ９３５            ９.８         １６９.１ 
  家 事 従 事 者       １，６７３           １７.６         １７０.０ 
   そ  の  他       ２，０６４           ２１.８         １４８.３ 
     計       ９，４９８         １００.０         １８７.２ 
 
オ 性   別 

項   目 件   数 構 成 比 (％) 前 年 度 比 (％) 
     男       ５，５３２           ５８.２         ２４３.７ 
     女       ３，７６２           ３９.６         １４４.４ 
  団  体  等           ２０４             ２.２         １０２.５ 
     計       ９，４９８         １００.０         １８７.２ 

 
 
 
 
 



 8 

 カ 年 齢 別 

項   目 件   数 構 成 比 (％) 前 年 度 比 (％) 
  ２ ０ 歳 未 満         ５５８            ５.９         ２０３.６ 
   ２ ０  歳 代       ２，６８１           ２８.２         ２６９.４ 
   ３ ０  歳 代       ２，０４７           ２１.６         １９５.１ 
   ４ ０  歳 代       １，４０１           １４.７         １８３.９ 
  ５ ０   歳 代         ８５８            ９.０         １３３.２ 
  ６ ０ 歳 以 上       １，１００           １１.６         １０５.９ 
   団  体  等           ８５３             ９.０         ２７３.４ 
     計       ９，４９８         １００.０         １８７.２ 
 
（２）商品別相談（２）商品別相談（２）商品別相談（２）商品別相談件数件数件数件数 

  １４年度 １５年度  １４年度 １５年度 
商品一般 100 238 工事・建築・加工 126 106 

食料品 275 227 修理・補修 62 62 

住居品 355 333 管理・保管 2 2 

光熱水品 16 20 役務一般 31 28 

被服品 190 222 金融・保険サービス 1081 2335 

保健衛生品 191 157 運輸・通信サービス 785 3925 

教養娯楽品 595 590 教育サービス 29 20 

車両・乗り物 120 110 教養・娯楽サービス 291 323 

土地・建物・設備 117 108 保健・福祉サービス 138 172 

他の商品 5 4 他の役務 99 103 

クリーニング 37 51 内職・副業・相場 165 108 

レンタル・リース・貸借 148 128 他の行政サービス 8 6 

   他の相談 109 120 
    
（３）特殊販売購入形態（３）特殊販売購入形態（３）特殊販売購入形態（３）特殊販売購入形態    

　

364364364364 331331331331 338338338338
638638638638 702702702702 718718718718 769769769769 955955955955 838838838838 770770770770

321321321321 202202202202 184184184184

331331331331 363363363363 393393393393
506506506506

1206120612061206 1482148214821482

223223223223

300300300300
446446446446

641641641641 523523523523

672672672672
711711711711

719719719719

5867586758675867

33333333

118118118118

144144144144
151151151151

100100100100
117117117117129129129129

161161161161

6565656524242424

170170170170
167167167167

60606060

66666666
70707070

6262626299999999

98989898
96969696

122122122122
61616161

37373737

0000

1000100010001000

2000200020002000

3000300030003000

4000400040004000

5000500050005000

6000600060006000

7000700070007000

8000800080008000

H6H6H6H6 H7H7H7H7 H8H8H8H8 H9H9H9H9 H10H10H10H10 H11H11H11H11 H12H12H12H12 H13H13H13H13 H14H14H14H14 H15H15H15H15年度年度年度年度

件数件数件数件数

その他無店舗
電話勧誘
ﾏﾙﾁ･ﾏﾙﾁまがい販売
通信販売
訪問販売
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２２２２    商品品質安全性等情報提供事業商品品質安全性等情報提供事業商品品質安全性等情報提供事業商品品質安全性等情報提供事業 

    次の３種類の商品テストを実施するとともに、商品知識や商品テスト方法等の問い合わせに対して 
  情報（資料）提供等を行った。 
 (1)    原因究明テスト原因究明テスト原因究明テスト原因究明テスト 
   原因究明テストを１５件（２３検体、６７総検体）実施した。その内訳は被服品関係が８件（５３％）、
住居品関係５件（３３％）、食料品関係１件（７％）、保健衛生品関係１件（７％）であった。 

 
  ＜＜＜＜概概概概    要＞要＞要＞要＞ 
被服品関係（８件、１２検体、４９総検体）被服品関係（８件、１２検体、４９総検体）被服品関係（８件、１２検体、４９総検体）被服品関係（８件、１２検体、４９総検体） 

      ①女子学生服  
          相談の趣旨：袖口及びポケット端の付着物の除去を目的としてクリーニングに出したら、袖口 

の生地が薄れ穴が開いた。 
          テスト内容：肉眼及びマイクロスコープ観察 
     結   果：付着物が繊維の間に入って一緒に除かれたために、生地の薄れや穴開きが生じた 

と推測されるが、その原因の特定はできなかった。   
 

      ②ジャケット 
          相談の趣旨：クリーニングに出したら袖が変色した。 
     テスト内容：肉眼及び実体顕微鏡観察 
          結   果：変色部位から、ハンガーに掛けられた状態で日光や蛍光灯の光に曝されたことが 

原因と推測され、家庭での保管中に起こったと考えることが妥当と思われた。 
③印影 

          相談の趣旨：契約書の印影が自分の通帳印と異なるので調べて欲しい。 
          テスト内容：マイクロスコープ観察 
          結   果：両印は異なる印と思われた。 
 
      ④ブラウス 
          相談の趣旨：一度着用してクリーニングに出したら、衿と前立てに黒いシミが多数出た。 
          テスト内容：肉眼、マイクロスコープ及び生物顕微鏡観察、赤外吸収スペクトル測定による材 

質鑑別 
          結   果：黒いシミは、接着芯地から表布への樹脂の滲み出しによって起こったと考えられ 

る。このような現象は、縫製時の布地と接着芯地の不適合や、クリーニング時の 
温度条件が不適当であった場合などに起こることがあるが、いずれが原因かを特 
定することは困難であった。 
 

      ⑤ブラウス 
          相談の趣旨：クリーニングに出したら、右前身頃下及び右肘付近に数か所の穴が開いた。 
          テスト内容：肉眼、マイクロスコープ及び生物顕微鏡観察 
          結   果：穴の原因は、表側から掛かった液体が繊維を弱め、物理的操作が加わって脆くな 

っていた繊維が脱落したのではないかと考えられたが、液体が何であるか、どこ 
で掛かったかはわからなかった。 
 

      ⑥ブラウス 
          相談の趣旨：病院で腕から採血し、その部位にとめられていた消毒薬を含んだ脱脂綿の上から 

袖を被せ、しばらく腕を曲げたままでいたところ、ブラウスが脱色し肌が着色し 
た。ブラウスの品質が悪いのではないか。 

          テスト内容：肉眼及びマイクロスコープ観察、再現試験 
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          結   果：消毒薬名が不明のため、相談者が感じたアルコール臭のする消毒薬２種類を用い 
て再現試験を実施した。薬剤が掛かっただけでは、色移りは起こったものの生地 
の色は変わらず、それに圧力を掛けると少し色が褪せた。また、日本酒程度の濃 
度のエタノールでは、変化が起こらなかったことも併せて、ブラウスの品質が悪 
いとは言えないと考えられた。 
 

      ⑦ジャンパースカート 
          相談の趣旨：４か月前にクリーニングし、クローゼットに仕舞ってあったジャンパースカート 

の裾に付着しているものが、虫の巣であるかどうか調べて欲しい。       
          テスト内容：肉眼及びマイクロスコープ観察 
          結   果：袋状付着物が有り、切り開くと虫の殻と思われるものが観察されたので、衣料害 

虫の巣と考えられた。      
 

      ⑧ワイシャツ 
          相談の趣旨：クリーニングに出したワイシャツ２枚（白物、色柄物）の、各々別の箇所に茶色 

のシミが付いている。付着物に関する情報を得たい。 
          テスト内容：肉眼、マイクロスコープ及び生物顕微鏡観察、蛍光Ｘ線元素分析、赤外吸収スペ 

クトル測定、濯ぎ出し試験、有機溶剤等による溶出試験 
          結   果：白物のシミから鉄、亜鉛が、色柄物からは鉄、亜鉛、鉛が検出された。２枚のシ 

ミの色、繊維への付着状況には類似が見られるが、鉛の検出に違いがあり、両者 
が同じシミかどうかは不明。各種テスト許可を得た白物のシミには親油性部分が 
あること、有機溶剤による親油性部分除去後の２０％塩酸処理で、鉄等検出元素 
の大部分が除かれることがわかった。これによりシミの色はかなり薄くなったが、 
更に実施した１％しゅう酸処理では色の変化はなかった。 
 

住居品関係（５件、９検体、１４総検体）住居品関係（５件、９検体、１４総検体）住居品関係（５件、９検体、１４総検体）住居品関係（５件、９検体、１４総検体） 
①防虫カバー 

          相談の趣旨：防虫カバーの表面に接していた白いコートに、カバーに印刷されている緑色が着 
いたが、メーカーにカバーから着いたことを否定され納得できない。 

          テスト内容：摩擦試験、マイクロスコープ観察 
          結   果：防虫カバーの緑色印刷部分を白綿布で擦ったところ緑色が付着したことから、白 

いコートに防虫カバーの印刷インクが付着した可能性もあると考えられた。 
 

   ②ハンディークリーナー 
          相談の趣旨：猫の毛や砂を吸っていたら吸引力が低下し、手入れをしても回復しない。交換し 

てもらった品も同じ状態になる。 
          テスト内容：取扱い説明書通りの手入れの実施 
          結   果：排気フィルターが、目詰まりを起こしているために、吸引力が低下していると判 

断された。吸引力は、取扱い説明書通りの手入れで回復した。 
 

   ③電気炊飯ジャー 
          相談の趣旨：飯に芯が残ったり生煮えになったりする。交換してもらった品も同じである。 
          テスト内容：炊飯実験 
          結   果：２台の電気炊飯ジャーの１台で相談者がいつもの方法で炊き、もう１台で当所職 

員が取扱い説明書に従って炊いたが、どちらも正常に炊飯でき、問題の状況が現 
れなかった。 
 
 



 11 

   ④天ぷら鍋 
          相談の趣旨：新品の天ぷら鍋で揚げ物をしたら、使用２回目で天ぷら鍋の内側がドーナツ状に 

剥離した。剥離物は何か。 
          テスト内容：肉眼及びマイクロスコープ観察、赤外吸収スペクトル測定 
          結   果：剥離物はシリコーン樹脂で、剥離部分に茶色の鉄錆のような物質が認められるこ 

とから、鉄鍋に塗装されていたものと考えられた。 
 

   ⑤シーツ 
          相談の趣旨：掛け及び敷き布団用シーツをクリーニングに出したところ、シミ付着のクレーム 

で３回洗われることとなり、クリーニングに出していない枕カバーと比べると色 
が変わっている。 

          テスト内容：肉眼観察、蛍光の検出 
          結   果：掛け布団用シーツは、枕カバーと同じ柄であったが、色違い品のように見えるほ 

ど色が異なっていた。敷き布団用シーツには柄がなく、枕カバーとの色の違いは 
あったものの程度は少なかった。メーカーからの情報で３点共に生成品であるこ 
とがわかったが、３点全てから蛍光が検出され、特に掛け布団用シーツが著しか 
った。表示で禁止されている蛍光増白剤入りの洗剤で洗われていることが推測さ 
れ、そのことが少なからず色の変化に影響を与えていると考えられた。 
 

食料品関係（１件、１検体、３総検体）食料品関係（１件、１検体、３総検体）食料品関係（１件、１検体、３総検体）食料品関係（１件、１検体、３総検体） 
      ①エゾウコギ 
          相談の趣旨：２年前に購入し、約半年前に開封したが、カビや虫がいないか調べて欲しい。 
          テスト内容：肉眼、実体顕微鏡及び生物顕微鏡観察 
          結   果：観察は、相談者の了解を得て３か所について行い、その中にはかびや虫とわかる 

ものは見つからなかった。 
 

保健衛生品関係（１件、１検体、保健衛生品関係（１件、１検体、保健衛生品関係（１件、１検体、保健衛生品関係（１件、１検体、1総検体）総検体）総検体）総検体） 
      ①オブラート 
          相談の趣旨：いつも購入しているオブラートの枚数が、表示よりも少ないと思うので調べて欲 

しい。 
          テスト内容：枚数の計測 
          結   果：相談者持参の未開封商品を、相談者と当所職員の２者で数え、表示通り有ること 

を確認した。 
 

 (2)    試買テスト試買テスト試買テスト試買テスト 
      消費者への情報提供を目的に、単１形アルカリ乾電池１４銘柄及びマンガン乾電池２銘柄（参考 
比較品）の品質性能、並びに合成皮革製衣料品１８銘柄の材質等を調べた。 
 

 (3)    啓発テスト啓発テスト啓発テスト啓発テスト 
    夏休み商品テスト教室や各種研修会等において、延べ９回行った。簡易テストの内容として 

は、 牛乳の脂肪、蛋白質に関するテスト、清涼飲料水等の糖度、繊維製品や洗剤の蛍光増白剤につ 
いて行った。 
 

 (4)    情報（資料）提供等情報（資料）提供等情報（資料）提供等情報（資料）提供等 
       情報提供を６件、器具の貸し出しを７件（糖度計５件、電子メロディ及びデジタル時計１件、エ

コワット１件）行った。 


